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Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普

及
で
マ
ス
コ
ミ

に
次
い
で
映
画

産
業
が
斜
陽

だ
。

　

新
作
の
多
く
は
そ
れ
ま
で

の
本
道
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
置

き
去
り
に
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

を
メ
ー
ン
と
し
て
集
客
努
力

を
し
て
い
る
。

　

70
年
代
に
大
人
気
だ
っ
た

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
」
の
伝
記
映
画
が
ロ
ン
グ

ラ
ン
を
得
て
い
る
。
人
気
を

追
っ
て
特
集
す
る
週
刊
誌
が

あ
っ
た
の
で
買
っ
て
み
た
。

内
容
は
音
楽
論
と
は
無
関
係

な
記
事
だ
。
バ
ン
ド
の
各
メ

ン
バ
ー
で
も
、
ス
タ
ジ
ア
ム

に
十
万
人
も
の
聴
衆
を
集
め

る
興
行
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
な

く
、
演
じ
る
俳
優
陣
や
制
作

ス
タ
ッ
フ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
い
た
。
つ
ま
り
、
出
し

物
そ
の
も
の
よ
り
も
楽
屋
ネ

タ
に
報
道
価
値
が
あ
る
と
い

う
強
い
信
仰
に
貫
か
れ
て
い

る
の
だ
。

　

現
実
逃
避
の
映
画
と
違
っ

て
政
治
は
生
活
と
密
着
し
て

い
る
が
政
策
論
議
よ
り
も
楽

屋
ネ
タ
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

源
泉
に
な
る
。
近
隣
諸
国
と

の
関
係
改
善
の
課
題
は
別

で
、
西
暦
だ
け
で
良
い
の
に

新
元
号
策
定
に
熱
中
す
る
の

も
楽
屋
論
議
の
一
形
態
で
あ

る
。 

（
Ｓ
）

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を３月15日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/

　

歯
科
・
医
科
両
協
会
は
、
４
月
に
迫
る
統
一
地
方
選
挙
を
睨
み
大
阪
府
議
会
各

会
派
へ
の
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
大
阪
維
新
、
共
産
、
民
主
ネ
ッ
ト
の

３
会
派
が
回
答
。
都
構
想
、
カ
ジ
ノ
誘
致
、
国
保
統
一
化
の
是
非
を
巡
っ
て
賛
否

が
分
か
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
日
を
回
答
期
限
に
全
７
会
派
に
送
付
。
自
民
、

公
明
、
改
革
、
創
生
は
期
日
ま
で
に
回
答
が
無
か
っ
た
。 

（
５
面
回
答
一
覧
）

　

医
療
・
福
祉
に
関
連
す
る

項
目
で
は
、「
後
期
高
齢
者

の
窓
口
負
担
原
則
２
割
化
」

に
維
新
、
共
産
が
反
対
。

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
負

担
無
料
化
」
に
つ
い
て
、
維

新
、
共
産
が
賛
成
し
、
民
主

ネ
ッ
ト
は
そ
の
他
を
選
択
し

た
。「
福
祉
医
療
費
助
成
の

拡
充
」
で
は
、
３
会
派
す
べ

　

維
新
の
大
阪
府
・
市
政
は

中
小
企
業
向
け
予
算
全
体
を

大
幅
に
削
減
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、「
経
済
セ
ン
サ

ス
」
で
は
２
０
０
９
年
か
ら

２
０
１
６
年
の
間
に
、
事
業

所
は
約
５
・
２
万
件
、
従
業

員
は
約
25
・
２
万
人
が
減

少
。
う
ち
小
規
模
企
業
（
従

業
員
20
人
以
下
、
宿
泊
業
・

娯
楽
業
を
除
く
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）
の
割

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
89
％
、
62

％
と
大
部
分
を
占
め
て
お

り
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
よ

り
悪
化
し
て
い
る
。
大
阪
経

済
の
悪
化
を
食
い
止
め
る
に

は
中
小
企
業
、
と
り
わ
け
小

規
模
企
業
へ
の
支
援
策
が
急

務
で
あ
る
。

　

14
年
に
は
「
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
」
で
、
地
方
公

共
団
体
は
小
規
模
企
業
へ
の

振
興
施
策
を
策
定
・
実
施
す

る
「
責
務
を
有
す
る
」
と
規

定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
の

大
阪
府
・
市
に
そ
の
気
は
な

く
、
と
に
か
く
「
カ
ジ
ノ
・

万
博
に
賭
け
る
」
と
い
う
危

う
い
状
況
で
あ
る
。

政
策
転
換
を
求
め
て

　

昨
年
は
多
く
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
、
こ
の
問
題
で
大
阪

府
・
市
と
交
渉
を
行
っ
た
。

府
に
対
し
「
行
政
と
し
て
災

害
へ
の
危
機
感
が
薄
く
、
被

害
住
宅
へ
の
支
援
も
業
者
支

援
も
京
都
な
ど
他
府
県
に
比

べ
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い

る
。
地
域
の
建
設
業
者
が
不

足
し
て
い
る
実
態
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら

な
る
災
害
が
想
定
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
な
く

新
た
な
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
」
と
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
府
は
「
職
人
不
足

と
い
う
の
は
同
じ
認
識
」

「
災
害
対
応
に
つ
い
て
見
直

し
が
必
要
。
そ
の
中
で
中
小

企
業
支
援
も
あ
わ
せ
て
考
え

な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
と

回
答
し
つ
つ
、
具
体
的
な
話

に
な
る
と
「
予
算
が
な
い
」

と
逃
げ
の
一
手
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
府
で
小
規
模
企
業
へ

の
復
旧
助
成
金
が
作
ら
れ
た

が
、
予
算
は
一
般
会
計
で
な

く
出
先
機
関
の
積
立
か
ら
小

額
の
支
出
。
や
る
気
の
な
さ

を
晒
し
た
。

大
阪
沈
没
ま
ね
く
維
新

　

大
阪
市
と
の
交
渉
は
も
っ

と
お
粗
末
で
、「
小
規
模
企

業
支
援
の
予
定
は
な
い
」
と

回
答
。
担
当
職
員
は
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
す
ら
認
識

し
て
お
ら
ず
、
参
加
者
か
ら

驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。
長

年
の
維
新
政
治
に
よ
る
行
政

の
劣
化
は
深
刻
だ
。

　

万
博
・
カ
ジ
ノ
頼
み
で
は
、

景
気
浮
揚
ど
こ
ろ
か
大
阪
沈

没
は
避
け
ら
れ
な
い
。
大
阪

は
も
と
も
と
商
都
と
し
て
多

様
な
人
々
が
共
存
し
つ
つ
繁

栄
し
て
き
た
。
業
者
・
商
店

は
地
域
と
と
も
に
生
き
、
豊

か
な
暮
ら
し
と
雇
用
を
支
え

て
き
た
。
そ
れ
を
ズ
タ
ズ
タ

に
し
、
さ
ら
な
る
荒
廃
を
招

く
維
新
政
治
と
は
、
も
う
い

い
加
減
に
お
さ
ら
ば
す
る
時

で
は
な
い
か
。 

（
つ
づ
く
）

　

協
会
は
10
日
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
会
員
へ
の
情
報
発
信
を

強
め
る
狙
い
。

　

必
要
な
情
報
を
す
ぐ
に
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
。
請
求
に
関
わ
る
情

報
や
機
関
紙
の
連
載
企
画
を

ま
と
め
た
新
し
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
追
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

併
せ
て
各
種
講
習
会
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
申
し
込
み
を
開
始
。
施
設

　協会は2019年10月に実施を予定される消
費税10％への引き上げに反対する署名に取
り組む。会員の協力を呼びかけている。

基
準
に
係
る
研
修
会
な
ど
の

一
部
の
講
習
会
を
除
き
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
申

し
込
み
が
可
能
と
な
る
。

は
、
府
は
統
一
保
険
料
を
最

優
先
に
市
町
村
に
よ
る
一
般

会
計
法
定
外
繰
入
や
独
自
減

免
制
度
を
禁
止
。
保
険
料
が

高
騰
し
、
制
度
自
体
の
崩
壊

が
懸
念
さ
れ
る
。
強
引
な
制

度
転
換
は
厚
労
省
か
ら
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
は
カ
ジ
ノ
へ

　

維
新
が
掲
げ
る
大
阪
都
構

想
は
大
阪
市
の
財
源
と
権
限

を
奪
い
、
カ
ジ
ノ
を
は
じ
め

と
す
る
大
型
開
発
に
注
ぎ
込

も
う
と
い
う
目
論
見
だ
。
都

構
想
を
巡
っ
て
は
、
公
明
党

と
の
決
裂
に
よ
っ
て
大
阪
府

市
首
長
選
挙
の
実
施
に
踏
み

切
る
な
ど
目
的
の
た
め
な
ら

手
段
を
選
ば
ぬ
姿
勢
で
あ

る
。
大
型
開
発
が
優
先
さ
れ

れ
ば
医
療
・
福
祉
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
後
退
す
る
。
府
議

会
選
挙
で
は
、
府
民
の
く
ら

し
・
福
祉
が
第
一
の
大
阪
へ

と
慎
重
な
選
択
を
願
う
。

 

（
関
連
２
面
）

　

維
新
府
政
の
10
年
間
で
医

療
・
福
祉
は
後
退
し
た
。

廃
止
や
障
が
い
者
医
療
の
１

医
療
機
関
当
た
り
の
負
担
日

数
上
限
を
撤
廃
、
薬
局
で
の

負
担
導
入
な
ど
大
幅
に
改
悪

さ
れ
た
。
維
新
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
福
祉
医
療
の
拡
充
に

「
賛
成
」
と
回
答
し
た
が
、

実
際
の
政
策
は
正
反
対
の
方

向
に
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
で
は
、
全
国
６
割
超
の
市

町
村
で
無
償
化
が
進
む
な

か
、
府
内
で
実
現
し
た
市
町

村
は
な
い
。
全
国
最
低
水
準

の
府
助
成
が
実
現
を
阻
ん
で

い
る
。
府
は
、
交
付
金
を
理

由
に
市
町
村
で
拡
充
に
取
り

組
む
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

医
療
費
削
減
あ
り
き
で
進

め
ら
れ
る
国
保
統
一
化
で

　

４
月
に
改
定
さ
れ
た
福
祉

医
療
費
助
成
は
、
老
人
医
療

て
が
「
賛
成
」
の
立
場
を
表

明
。「
国
保
統
一
化
」
に
つ

い
て
は
、
維
新
の
み
が
賛
成

と
回
答
し
た
。「
歯
科
口
腔

保
健
条
例
の
制
定
」
に
つ
い

て
は
、
共
産
、
民
主
ネ
ッ
ト

が
賛
成
。
維
新
は
そ
の
他
と

回
答
し
た
。

　

協
会
が
反
対
す
る
「
カ
ジ

ノ
」、「
都
構
想
」
の
賛
否
を

問
う
設
問
は
、
維
新
の
み
が

賛
成
。
共
産
、
民
主
ネ
ッ
ト

は
反
対
を
表
明
し
た
。

（
今
号
に
関
連
資
料
「
ど
う

な
る
？
都
構
想
・
カ
ジ
ノ
Ｑ

＆
Ａ
」
同
封
）

協
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

カ
ジ
ノ
誘
致
・
都
構
想
が
争
点

く
ら
し
と
福
祉
守
る
選
択
を

争
点
解
説
・
江
原
豊
政
策
部
長

府議会会派アンケート

ご案内

講
習
会
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
開
始

維新府政で激減した　
ものづくり・商業予算

中
小
業
者
支
援
こ
そ
急
務

カジノより
くらしを
大阪商工団体連合会
事務局次長　　　　
稲田 顕

2007年

商業振興予算
７億1000万円

3000万円

２億3000万円

ものづくり
支援予算
９億2000万円

2018年

ほぼ
消滅

１
４

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://osk-net.org/

今号同封
「消費税10％中止を求める」署名
保団連発行「消費税リーフ」  　

大阪府議会会派アンケート（抜粋）
大阪
維新 自民党 公明党 共産党 民主

ネット
改革
保守

創生
保守

後期高齢者の窓口負担
原則２割化 反対

無回答 無回答

反対 その他

無回答 無回答

国保料の府内統一化 賛成 反対 その他
福祉医療費助成制度の拡充 賛成 賛成 賛成
子ども医療費助成の窓
口負担の無料化 賛成 賛成 その他

歯科口腔保健条例の制定 その他 賛成 賛成
大阪都構想 賛成 反対 反対
カジノ誘致 賛成 反対 反対

※協会要望と合致する回答に網掛け


